




























































































































































〇講演 (17 : 00,_ 1 8 : 00) 
筑波での1/4世紀
上笹 恒＊
本大会の記念講演は，本年度をもって退官なされる上笹恒先生により，「筑波での1/4世紀」
と題されて行なわれた。上笹先生は本学の開学とともに赴任なされ，比較文化学類を担当，そし
て1979年から教育研究科社会科教育コースを担当していただき，今日に至ったわけであります。
講演は，開学当初の思い出話から始まった。赴任当時は，まさに陸の孤島であり，東大通りは
片側のみ，土浦からのバスは追越宿舎前で止まっており，公務員宿舎などはまだなく，横浜から
3時間40分かけて通っていたものだった。
あの頃から比べると筑波も環境がよくなったが，筑波研究学園都市の形成課程を建設に携わっ
た先生方が中心になって記録にとどめている。学園都市の住民の方々の態度，価値観，行動パタ
ーンなどを，都市の形成と関連付けて記録したものである。そして，学園都市の住民の意識・行
動の多様性指数の変化をみると，学園都市に近い地区ほど，また年次を経れば経るほど，多様性
指数が高くなることがわかる。
一方で，日本国民の社会的エントロピーの年次変化をみると， 1983年頃を1つの転換点として
推移している。また，日本全体の物理学工ントロピーも， 1980年代初頭を転換点としている。つ
まり，社会的エントロピーと物理的エントロピーは，数年のタイムラグを伴っているが，相関関
係にあることがわかったのである。
このように，統計をマクロに捉えると，面白い現象が見えてくる。つまり，社会的活動は経済
活動に規定されるのではないか。今日では，市場原理が生活のほとんどを支配している。市場経
済が全体真理になっている。何もかもマネー，人間の価値まで。そして，今日のエントロピーを
支配しているものは， ITである。 ITの隆盛に伴って，経済現象がバーチャルなものになってきた。
さらに， ITは1人勝ちを生む。「winnertakes al」の考えのもと，市場経済至上主義とITによっ
て，ますます社会システムは安定に保てなくなってきているのではないだろうか。これからの大
学では，人類にとって何が正義か，倫理か，考えて欲しい。大学が知的共同体として機能しても
らわないと困るのである。
最後に，日頃の学生指導を始めといたしまして，筑波大学社会科教育学会に多大なご尽力を頂
いた上笹先生に，改めて心からの感謝の意を表し，本報告を終えたいと思う。
（文責：新田充）
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